
(57)【要約】

【課題】通信状態監視機能の弱点を克服する新たな監視

機能を実現しうるルータ装置を提供する。

【解決手段】本ルータ装置は、ルーティングテーブルに

依存しない独自プロトコルの監視パケットを作成し、そ

の監視パケットを送受信するポートを特定できる機能を

実現したものである。本装置では、監視パケットに対す

る応答があること（４０２）及び送受信ポートが同じで

あること（４０３）を見ることにより、対向接続相手装

置との通信状態を回線を特定して監視することが可能と

なる。これにより、監視パケットの送信／受信パケット

が通過する回線を特定することができる。

【選択図】　　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｉ Ｐ レ イ ヤ 上 の プ ロ ト コ ル を 使 用 し た 特 定 の 監 視 パ ケ ッ ト を 特 定 の 回 線 に 送 出 す る 機 能 と
、 監 視 パ ケ ッ ト を 受 信 す る 機 能 と 、 監 視 パ ケ ッ ト を 受 信 し た 際 に は 監 視 パ ケ ッ ト に 対 す る
特 定 の 監 視 応 答 パ ケ ッ ト を 監 視 パ ケ ッ ト を 受 信 し た 回 線 に 送 出 す る 機 能 と 、 監 視 応 答 パ ケ
ッ ト を 受 信 す る 機 能 と 、 監 視 パ ケ ッ ト の 送 出 な ら び に 監 視 応 答 パ ケ ッ ト の 受 信 に 用 い ら れ
た 回 線 を 比 較 し 、 そ の 対 応 関 係 で 回 線 の 正 常 ・ 異 常 を 判 定 す る 機 能 と を 有 す る ル ー タ 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 装 置 に お い て 、 比 較 の 結 果 を 回 線 の 状 態 と し て ル ー テ ィ ン グ 制 御 情 報 に 反 映 す
る 機 能 を 有 す る ル ー タ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ の 装 置 に お い て 、 監 視 パ ケ ッ ト の 送 出 と 監 視 応 答 パ ケ ッ ト の 受 信 結 果 や 、 前 記 比
較 の 結 果 を ト レ ー ス と し て コ ン ソ ー ル に 表 示 、 出 力 す る 機 能 を 有 す る ル ー タ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ の 装 置 に お い て 、 監 視 パ ケ ッ ト を 特 定 の 時 間 間 隔 で 送 出 す る 機 能 を 有 す る ル ー タ
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ の 装 置 に お い て 、 監 視 パ ケ ッ ト を コ ン ソ ー ル か ら オ ペ レ ー タ の 操 作 に よ り 送 出 す
る 機 能 を 有 す る ル ー タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 回 線 状 態 を 監 視 し 、 そ の 結 果 を 正 系 経 路 と バ ッ ク ア ッ プ 経 路 と の 切 替 手 段 と す る
よ う な 、 正 系 経 路 と バ ッ ク ア ッ プ 経 路 を 有 す る ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に 用 い る ル ー タ 装 置
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
Ａ Ｔ Ｍ （ 非 同 期 転 送 モ ー ド ） 網 の み を 使 用 し た ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に お い て は 、 Ｏ Ａ Ｍ
（ 保 守 運 用 管 理 ） セ ル の １ つ で あ る Ｌ ｏ ｏ ｐ ｂ ａ ｃ ｋ （ 折 り 返 し 試 験 ） セ ル を ル ー タ 装 置
か ら 対 向 接 続 相 手 装 置 宛 て に 送 信 し 、 対 向 接 続 相 手 装 置 が 応 答 す る Ｌ ｏ ｏ ｐ ｂ ａ ｃ ｋ セ ル
を 監 視 す る こ と に よ っ て Ｖ Ｃ （ 仮 想 チ ャ ネ ル ） の 通 信 状 態 を 検 出 す る 機 能 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 ル ー タ 装 置 １ が Ａ Ｔ Ｍ 網 と 接 続 さ れ て お り 、 ル ー タ 装 置 ２ が Ｆ Ｒ （ フ
レ ー ム リ レ ー 網 ） と 接 続 さ れ て い る よ う な 、 ル ー タ 装 置 １ － ２ 間 が 異 な る 回 線 網 で 相 互 接
続 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に お い て は 、 Ｉ Ｃ Ｍ Ｐ （ イ ン タ ー ネ ッ ト コ ン ト ロ ー ル メ ッ
セ ー ジ プ ロ ト コ ル ） の １ つ で あ る Ｐ ｉ ｎ ｇ を 使 用 す る こ と で 回 線 に 依 存 せ ず に ル ー タ 装 置
１ － ２ 間 の 通 信 状 態 を 監 視 し 、 検 出 す る 機 能 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 種 の Ａ Ｔ Ｍ 技 術 の 詳 細 に つ い て は 、 例 え ば 次 の 非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】
富 永 英 義 氏 ／ 石 川 宏 氏 著 「 ポ イ ン ト 図 解 式 　 標 準 Ａ Ｔ Ｍ 教 科 書 」 （ 株 式 会 社 ア ス キ ー 出 版
） の 第 ３ 章 、 第 ４ 章
ま た 、 Ｉ Ｐ （ イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル ） の 詳 細 に つ い て は 、 例 え ば 次 の 非 特 許 文 献 ２ に
記 載 さ れ て い る 。
【 非 特 許 文 献 ２ 】
Ｗ ・ リ チ ャ ー ド ・ ス テ ィ ー ヴ ン ス 著 、 橘 康 雄 訳 「 詳 解 Ｔ Ｃ Ｐ ／ Ｉ Ｐ 　 Ｖ ｏ ｌ ． １ プ ロ ト コ
ル 」 （ 株 式 会 社 ピ ア ソ ン ・ エ デ ュ ケ ー シ ョ ン 出 版 ） の 第 ３ 章 、 第 ６ 章 、 第 ７ 章 、 第 ９ 章
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 １ は 、 正 系 経 路 と バ ッ ク ア ッ プ 経 路 を 有 す る ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 。
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こ の シ ス テ ム は 、 ル ー タ 装 置 １ ～ ５ と 、 端 末 ６ 、 ７ 、 及 び ネ ッ ト ワ ー ク ８ ～ １ ０ か ら 構 成
さ れ て い る 。 ネ ッ ト ワ ー ク は あ ら ゆ る Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク を 想 定 し て い る が 、 こ こ で は 特 に
Ａ Ｔ Ｍ 網 ８ 、 Ｆ Ｒ 網 ９ 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 網 １ ０ を 使 用 し た 例 と す る 。
こ の う ち 、 ル ー タ 装 置 １ が ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 中 枢 と し て 通 信 に 使 用 す る 経 路 を 決 定
す る 。 端 末 ６ か ら 端 末 ７ へ の 通 信 を 考 え る 場 合 、 正 系 経 路 は 端 末 ６ か ら ル ー タ 装 置 １ 、 Ａ
Ｔ Ｍ 網 ８ 、 ル ー タ 装 置 ５ 、 Ｆ Ｒ 網 ９ 、 ル ー タ 装 置 ２ を 経 由 し て 端 末 ７ へ と 至 る 経 路 で あ り
、 バ ッ ク ア ッ プ 経 路 は 端 末 ６ か ら 一 度 ル ー タ 装 置 １ へ 至 っ た 後 、 ル ー タ 装 置 ３ 、 Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ
網 １ ０ 、 ル ー タ 装 置 ４ を 経 由 し て 端 末 ７ へ と 至 る 経 路 で あ る 。 ま た 、 ル ー タ 装 置 １ が ル ー
タ 装 置 ２ と の 間 の 経 路 を 決 定 す る た め の 監 視 対 象 と な る 回 線 を 特 に １ １ と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の シ ス テ ム を 使 用 し た 場 合 、 ル ー タ 装 置 １ か ら ル ー タ 装 置 ２ の Ｉ Ｐ ア ド レ ス Ｉ Ｐ ｃ に 対
し て Ｐ ｉ ｎ ｇ リ ク エ ス ト を 発 行 し 、 ル ー タ 装 置 ２ か ら 返 信 さ れ る Ｐ ｉ ｎ ｇ リ プ ラ イ を 監 視
す る こ と で ル ー タ 装 置 １ － ２ 間 の 正 系 経 路 を 監 視 す る 。 こ の 時 、 ル ー タ 装 置 １ に は 図 ３ に
示 す 正 系 経 路 と バ ッ ク ア ッ プ 経 路 が 登 録 さ れ た ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル ２ ０ ０ が 設 定 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル と は ル ー タ 装 置 が 通 信 デ ー タ を 次 に ど の ル ー タ 装 置 に 送 出 す る か を
決 定 す る た め の も の で 、 デ ー タ の 送 信 先 と な る ネ ッ ト ワ ー ク を 示 す 宛 先 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０
１ 、 宛 先 ネ ッ ト ワ ー ク に デ ー タ を 到 達 さ せ る た め に 次 に ど の 隣 接 す る ル ー タ に デ ー タ を 送
出 す れ ば い い か を 示 す ネ ク ス ト ホ ッ プ ２ ０ ２ 、 宛 先 ネ ッ ト ワ ー ク と ネ ク ス ト ホ ッ プ の 組 み
合 わ せ に 重 み を 付 加 す る メ ト リ ッ ク ２ ０ ３ と い う ３ つ の フ ィ ー ル ド か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ３ の 例 で は 、 宛 先 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ １ で 指 定 さ れ て い る Ｎ ｅ ｔ Ｃ （ 項 番 １ 、 ３ ） 、 Ｎ ｅ
ｔ Ｄ （ 項 番 ２ 、 ４ ） に つ い て ネ ク ス ト ホ ッ プ ２ ０ ２ と し て Ｉ Ｐ ａ （ 項 番 １ 、 ２ ） 、 Ｉ Ｐ ｂ
（ 項 番 ３ 、 ４ ） が そ れ ぞ れ 設 定 さ れ て い る が 、 メ ト リ ッ ク ２ ０ ３ を 見 る と 項 番 １ 、 ２ に “
１ ” 、 項 番 ３ 、 ４ に “ ２ ” が 設 定 さ れ て い る 。 １ つ の 宛 先 ネ ッ ト ワ ー ク に 対 し て ２ つ 以 上
の ネ ク ス ト ホ ッ プ が 指 定 さ れ て い る 場 合 は メ ト リ ッ ク が 小 さ い 方 が 優 先 さ れ る と い う ル ー
ル に 基 づ き 、 図 ３ の ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル で は 宛 先 ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ ｅ ｔ Ｃ 、 Ｎ ｅ ｔ Ｄ に 対
し て デ ー タ を 送 出 す る 場 合 は 必 ず ネ ク ス ト ホ ッ プ Ｉ Ｐ ａ に デ ー タ を 送 出 す る 。 こ の た め 、
Ｉ Ｐ ａ が 正 常 に 動 作 し て い る 間 は 端 末 ６ か ら 端 末 ７ へ の デ ー タ は 必 ず 正 系 経 路 を 通 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ル ー タ 装 置 １ が Ｐ ｉ ｎ ｇ リ ク エ ス ト を 発 行 し た が ル ー タ 装 置 ２ か ら Ｐ ｉ ｎ ｇ リ プ ラ イ が 返
信 さ れ な い と き 、 ル ー タ 装 置 １ は ル ー タ 装 置 １ － ２ 間 の 正 系 経 路 に 異 常 が 発 生 し た と 判 断
し 、 ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル か ら 正 系 経 路 が 使 用 す る ネ ク ス ト ホ ッ プ Ｉ Ｐ ａ を 削 除 す る こ と
に よ り バ ッ ク ア ッ プ 経 路 （ ネ ク ス ト ホ ッ プ Ｉ Ｐ ｂ ） に 切 り 替 え る 。 こ の と き ル ー テ ィ ン グ
テ ー ブ ル は 図 ７ の よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 の シ ス テ ム に お い て は 、 バ ッ ク ア ッ プ 経 路 に 切 り 替 わ っ た 後 も 元 の 正 系 経 路 に 切 り 戻
す 契 機 を 検 出 す る た め 、 ル ー タ 装 置 １ は ル ー タ 装 置 ２ の Ｉ Ｐ ア ド レ ス Ｉ Ｐ ｃ に 対 し て Ｐ ｉ
ｎ ｇ リ ク エ ス ト を 発 行 し 続 け る 。 し か し 、 Ｐ ｉ ｎ ｇ リ ク エ ス ト は ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル に
基 づ い て 送 出 さ れ る た め 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス Ｉ Ｐ ｃ の ネ ッ ト ワ ー ク で あ る Ｎ ｅ ｔ Ｃ に 送 出 さ れ
る Ｐ ｉ ｎ ｇ リ ク エ ス ト は バ ッ ク ア ッ プ 経 路 を 通 っ て ル ー タ 装 置 ２ に 到 達 し て し ま い 、 Ｐ ｉ
ｎ ｇ リ プ ラ イ が 返 信 さ れ て し ま う 。 こ の た め 、 本 来 監 視 し た い ル ー タ 装 置 １ － ２ 間 の 経 路
の 状 態 を 特 定 し て 監 視 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う に Ｐ ｉ ｎ ｇ を 使 用 し た 通 信 状 態 監 視 機 能 で は 、 実 際 に Ｐ ｉ ｎ ｇ リ ク エ ス ト を 送 信
し た い 回 線 （ 図 １ で は 回 線 １ １ ） に 対 し て 送 信 し て い る か 、 ま た 回 線 １ １ か ら Ｐ ｉ ｎ ｇ リ
プ ラ イ を 受 信 し て い る か ど う か を 知 る こ と が で き な い 。
こ の Ｐ ｉ ｎ ｇ を 使 用 し た 通 信 状 態 監 視 機 能 の 弱 点 を 克 服 す る に は 、 回 線 が 接 続 さ れ て い る
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部 分 （ 以 下 で は ポ ー ト と 称 す る ） を 指 定 し て 送 信 で き る 監 視 パ ケ ッ ト を 持 ち 、 ま た 監 視 パ
ケ ッ ト を 受 信 し た ポ ー ト を 知 る こ と の で き る 監 視 機 能 が 必 要 で あ る 。 従 っ て 本 発 明 は こ の
新 た な 通 信 状 態 監 視 機 能 を 実 現 し う る ル ー タ 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の ル ー タ 装 置 は 、 Ｉ Ｐ レ イ ヤ 上 の プ ロ ト コ ル を 使 用 し た
特 定 の 監 視 パ ケ ッ ト を 特 定 の 回 線 に 送 出 す る 機 能 と 、 監 視 パ ケ ッ ト を 受 信 す る 機 能 と 、 監
視 パ ケ ッ ト を 受 信 し た 際 に は 監 視 パ ケ ッ ト に 対 す る 特 定 の 監 視 応 答 パ ケ ッ ト を 監 視 パ ケ ッ
ト を 受 信 し た 回 線 に 送 出 す る 機 能 と 、 監 視 応 答 パ ケ ッ ト を 受 信 す る 機 能 と 、 監 視 パ ケ ッ ト
の 送 出 な ら び に 監 視 応 答 パ ケ ッ ト の 受 信 に 用 い ら れ た 回 線 を 比 較 し 、 そ の 対 応 関 係 で 回 線
の 正 常 ・ 異 常 を 判 定 す る 機 能 と を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
さ ら に 、 本 発 明 の ル ー タ 装 置 は 、 比 較 の 結 果 を 回 線 の 状 態 と し て ル ー テ ィ ン グ 制 御 情 報 に
反 映 す る 機 能 、 監 視 パ ケ ッ ト の 送 出 と 監 視 応 答 パ ケ ッ ト の 受 信 結 果 や 、 前 記 比 較 の 結 果 を
ト レ ー ス と し て コ ン ソ ー ル に 表 示 、 出 力 す る 機 能 、 監 視 パ ケ ッ ト を 特 定 の 時 間 間 隔 で 送 出
す る 機 能 、 監 視 パ ケ ッ ト を コ ン ソ ー ル か ら オ ペ レ ー タ の 操 作 に よ り 送 出 す る 機 能 等 を 有 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ り 監 視 対 象 と な る 回 線 を 特 定 し て 監 視 す る こ と が 可 能 と な り 、 本 発 明 の 係 る ル
ー タ 装 置 は 回 線 種 別 に 依 存 せ ず 正 系 経 路 か ら バ ッ ク ア ッ プ 経 路 へ の 切 り 替 え 、 及 び 切 り 戻
し を 実 施 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る ル ー タ 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 示 の よ う に 、 ル
ー タ 装 置 １ ０ ０ は Ｌ Ａ Ｎ （ ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク ） 制 御 部 １ １ １ 、 Ｌ Ａ Ｎ ポ ー ト １
１ ２ 、 １ １ ３ 、 Ｗ Ａ Ｎ （ ワ イ ド エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク ） 制 御 部 １ ２ １ 、 Ｗ Ａ Ｎ ポ ー ト １ ２ ２
、 １ ２ ３ 、 メ ン テ ナ ン ス 用 の コ ン ソ ー ル 制 御 部 １ ３ １ 、 コ ン ソ ー ル ポ ー ト １ ３ ２ 、 装 置 制
御 の た め の 情 報 や ト レ ー ス 情 報 が 格 納 さ れ る メ モ リ １ ４ １ 、 及 び こ れ ら を 制 御 す る Ｃ Ｐ Ｕ
１ ５ １ を 備 え て い る 。 こ こ で 、 メ モ リ １ ４ １ は ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル ２ ０ ０ を 有 す る 。 Ｌ
Ａ Ｎ ポ ー ト １ １ ２ 、 １ １ ３ 及 び Ｗ Ａ Ｎ ポ ー ト １ ２ ２ 、 １ ２ ３ は 物 理 的 な ポ ー ト で あ る と 同
時 に 論 理 的 に 識 別 す る こ と が 可 能 な ポ ー ト で あ る 。 ま た 、 コ ン ソ ー ル ポ ー ト １ ３ ２ に は デ
ィ ス プ レ イ １ ３ ３ 、 キ ー ボ ー ド １ ３ ４ か ら な る コ ン ソ ー ル が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ の ブ ロ ッ ク 構 成 を 持 つ ル ー タ 装 置 を 備 え た ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て 、 以 下 で 詳 細 に 説 明
す る 。
図 １ の ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に お い て ル ー タ 装 置 １ ～ ５ は 図 ２ で 示 し た ル ー タ 装 置 で あ る
。 図 １ の ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム が 正 系 経 路 で 動 作 し て い る 場 合 の ル ー タ 装 置 １ の ル ー テ ィ
ン グ テ ー ブ ル は 図 ３ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ の ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に お い て ル ー タ 装 置 １ は Ｉ Ｐ ａ が 正 常 に 動 作 し て い る こ と が
正 系 経 路 を 使 用 す る 条 件 で あ る た め 、 通 信 状 態 を 監 視 す る 対 象 は ル ー タ 装 置 １ と Ｉ Ｐ ａ と
を 結 ぶ 回 線 １ １ と な る 。 こ こ で 、 回 線 １ １ が 図 ２ の ブ ロ ッ ク 図 に お け る Ｗ Ａ Ｎ ポ ー ト １ ２
２ に 接 続 さ れ て い る 場 合 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 は 図 ４ に 示 す よ う に 回 線 状 態 監 視 機 能 テ ー
ブ ル ３ ０ ０ を 設 定 す る 。 ま た 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 が コ ン ソ ー ル ・ キ ー ボ ー ド １ ３ ４ か ら
ル ー タ 装 置 １ ０ ０ を 操 作 す る こ と で 手 動 で 監 視 パ ケ ッ ト を 送 出 す る こ と が 可 能 で あ る 。
以 下 で は 、 回 線 状 態 監 視 機 能 テ ー ブ ル ３ ０ ０ を 設 定 し た 場 合 の ル ー タ 装 置 １ ０ ０ の 動 作 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
回 線 状 態 監 視 機 能 テ ー ブ ル ３ ０ ０ は 監 視 パ ケ ッ ト を 送 受 信 す る 対 向 接 続 ル ー タ 装 置 の Ｉ Ｐ
ア ド レ ス を 示 す 対 向 接 続 相 手 先 ３ ０ １ 、 監 視 パ ケ ッ ト を 送 受 信 す る ポ ー ト を 示 す 監 視 ポ ー
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ト ３ ０ ２ 、 監 視 パ ケ ッ ト の 送 信 間 隔 を 示 す 送 信 間 隔 ３ ０ ３ 、 監 視 パ ケ ッ ト の 送 信 に 対 す る
応 答 が な い 状 態 が 何 回 発 生 し た ら 監 視 対 象 の 回 線 を 異 常 と 判 断 す る か を 示 す 再 送 回 数 ３ ０
４ 、 監 視 パ ケ ッ ト の 送 信 か ら ど の 程 度 時 間 が 経 過 し た ら 対 向 接 続 相 手 装 置 か ら の 応 答 が な
い と 判 断 す る か を 示 す タ イ ム ア ウ ト ３ ０ ５ と い う ５ つ の フ ィ ー ル ド か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 回 線 状 態 監 視 機 能 テ ー ブ ル ３ ０ ０ の 設 定 を 基 に ル ー タ 装 置 １ は 回 線 状 態 監 視 を 行 う 。
回 線 状 態 監 視 機 能 に つ い て 図 ５ の 動 作 フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
送 信 間 隔 ３ ０ ３ が 示 す 定 刻 に な る と 、 ル ー タ 装 置 １ の 回 線 状 態 監 視 機 能 は 図 ６ に 示 す 回 線
状 態 監 視 用 の 独 自 パ ケ ッ ト を 作 成 し 、 監 視 ポ ー ト ３ ０ ２ の 示 す Ｗ Ａ Ｎ ポ ー ト １ ２ ２ か ら 対
向 接 続 相 手 先 ３ ０ １ の 示 す Ｉ Ｐ ｃ （ ル ー タ 装 置 ２ ） 宛 て に 送 信 す る （ ス テ ッ プ ４ ０ １ ） 。
そ の 後 タ イ ム ア ウ ト ３ ０ ５ の 示 す 時 間 だ け ル ー タ 装 置 ２ か ら 応 答 が あ る こ と を 監 視 す る （
ス テ ッ プ ４ ０ ２ ） 。 時 間 内 に 監 視 応 答 パ ケ ッ ト を 受 信 し た 場 合 は そ の パ ケ ッ ト を 受 信 し た
ポ ー ト を 確 認 す る （ ス テ ッ プ ４ ０ ３ ） 。 監 視 応 答 パ ケ ッ ト を 受 信 し た ポ ー ト が 監 視 パ ケ ッ
ト を 送 信 し た ポ ー ト と 同 じ だ っ た 場 合 、 監 視 対 象 で あ る 回 線 １ １ が 正 常 で あ る と 判 断 す る
（ ス テ ッ プ ４ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
一 方 、 ス テ ッ プ ４ ０ ２ で 監 視 応 答 パ ケ ッ ト を 受 信 し な か っ た 場 合 、 及 び ス テ ッ プ ４ ０ ３ で
監 視 応 答 パ ケ ッ ト を 受 信 し た が そ の 受 信 ポ ー ト が 監 視 パ ケ ッ ト を 送 信 し た ポ ー ト と 異 な っ
て い た 場 合 （ 図 ２ を 例 に と る と Ｗ Ａ Ｎ ポ ー ト １ ２ ２ か ら 監 視 パ ケ ッ ト を 送 出 し た が 監 視 応
答 パ ケ ッ ト は Ｗ Ａ Ｎ ポ ー ト １ ２ ３ 、 あ る い は Ｌ Ａ Ｎ ポ ー ト か ら 受 信 し た 場 合 ） 、 ル ー タ 装
置 ２ か ら 監 視 応 答 パ ケ ッ ト を 受 信 し な か っ た と 判 断 し て 監 視 対 象 回 線 ダ ウ ン カ ウ ン タ を １
ア ッ プ す る （ ス テ ッ プ ４ １ １ ） 。 こ こ で 監 視 対 象 回 線 ダ ウ ン カ ウ ン タ と 再 送 回 数 ３ ０ ４ の
示 す 数 値 と を 比 較 し （ ス テ ッ プ ４ １ ２ ） 、 監 視 対 象 回 線 ダ ウ ン カ ウ ン タ が 再 送 回 数 ３ ０ ４
の 示 す 数 値 未 満 の 場 合 は 監 視 対 象 で あ る 回 線 １ １ は ま だ 正 常 で あ る と み な し て 処 理 を 保 留
す る が （ ス テ ッ プ ４ １ ３ ） 、 監 視 対 象 回 線 ダ ウ ン カ ウ ン タ が 再 送 回 数 ３ ０ ４ の 示 す 数 値 以
上 と な っ た 場 合 は 監 視 対 象 で あ る 回 線 １ １ が ダ ウ ン し た と 判 断 す る （ ス テ ッ プ ４ １ ４ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 に 示 し た 回 線 １ １ の 状 態 は 、 ル ー タ 装 置 １ ０ ０ の 状 態 遷 移 を 記 録 す る ト レ ー ス と し て
メ モ リ １ ４ １ に 自 動 的 に 登 録 さ れ 、 コ ン ソ ー ル ・ デ ィ ス プ レ イ １ ３ ３ で 表 示 す る こ と が で
き る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 は こ の ト レ ー ス を 見 る こ と で 監 視 対 象 回 線 の 現 在 の 状 態 を 確 認
す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
回 線 状 態 監 視 機 能 に よ り 回 線 １ １ が ダ ウ ン し た と 判 断 し た 場 合 、 本 発 明 の 係 る ル ー タ 装 置
１ は ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル か ら 該 当 す る ネ ク ス ト ホ ッ プ Ｉ Ｐ ａ を 使 用 す る 宛 先 ネ ッ ト ワ ー
ク 情 報 を 全 て 削 除 す る （ ス テ ッ プ ４ １ ５ ） 。 削 除 後 の ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル は 図 ７ で あ る
。 こ れ に よ り 、 ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ ｅ ｔ Ｃ 、 Ｎ ｅ ｔ Ｄ へ 送 信 す る デ ー タ は Ｉ Ｐ ｂ に 向 け て 送 出
さ れ て バ ッ ク ア ッ プ 経 路 を 通 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
一 方 、 回 線 １ １ が ダ ウ ン し た と 判 断 し て い る 間 も 監 視 パ ケ ッ ト の 送 信 は 送 信 間 隔 ３ ０ ３ が
示 す 定 刻 に な る た び に 、 Ｗ Ａ Ｎ ポ ー ト １ ２ ２ か ら ル ー タ 装 置 ２ の Ｉ Ｐ ア ド レ ス Ｉ Ｐ ｃ に 対
し て 行 っ て い る 。 本 発 明 の 係 る 監 視 パ ケ ッ ト は ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル に は 影 響 さ れ ず に 必
ず Ｗ Ａ Ｎ ポ ー ト １ ２ ２ か ら 発 行 さ れ る た め 、 バ ッ ク ア ッ プ 経 路 を 通 っ て ル ー タ 装 置 ２ に 到
達 し て し ま う こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
回 線 １ １ が 正 常 な 状 態 に 回 復 す る と 、 そ の 時 点 で は じ め て 監 視 パ ケ ッ ト が ル ー タ 装 置 ２ に
到 達 し て 監 視 応 答 パ ケ ッ ト が 返 信 さ れ て く る た め 、 回 線 状 態 監 視 機 能 は 回 線 １ １ が 正 常 に
な っ た と 判 断 す る 。 こ れ に よ り 本 発 明 の 係 る ル ー タ 装 置 １ は ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル か ら 削
除 し て い た 該 当 す る ネ ク ス ト ホ ッ プ Ｉ Ｐ ａ を 使 用 す る 宛 先 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 を 回 復 さ せ る
（ ス テ ッ プ ４ ０ ５ ） 。 回 復 後 の ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル は 図 ３ の 状 態 に 戻 る た め 、 ネ ッ ト ワ

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-134879 A 2004.4.30



ー ク Ｎ ｅ ｔ Ｃ 、 Ｎ ｅ ｔ Ｄ へ デ ー タ を 送 信 す る 場 合 は メ ト リ ッ ク ２ ０ ３ の よ り 小 さ い テ ー ブ
ル を 使 用 す る こ と か ら 、 再 び 正 系 経 路 を 通 る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 に 説 明 し た 通 り 、 本 発 明 に 係 る ル ー タ 装 置 に よ れ ば ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に 接 続 さ れ
た 複 数 の ル ー タ 装 置 間 で 経 路 が 決 定 し て し ま う ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に お い て も 監 視 対 象
と す る 回 線 を 特 定 し て 監 視 す る こ と が で き る た め 、 特 定 の 監 視 対 象 回 線 の 障 害 の 発 生 ・ 回
復 を 素 早 く ル ー テ ィ ン グ 制 御 情 報 に 反 映 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 図 １ の よ う な ネ ッ ト ワ
ー ク シ ス テ ム の 運 用 に 非 常 に 有 効 と な る 。 本 発 明 は 、 ル ー タ 装 置 に 限 ら ず ル ー テ ィ ン グ 制
御 を 行 う あ ら ゆ る 装 置 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 正 系 経 路 と バ ッ ク ア ッ プ 経 路 を 持 つ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 構 成 例 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 係 る ル ー タ 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ネ ッ ト ワ ー ク 経 路 が 正 系 に お け る ル ー タ 装 置 １ の ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル で あ る 。
【 図 ４ 】 回 線 状 態 監 視 機 能 テ ー ブ ル の 設 定 例 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 係 る ル ー タ 装 置 の 動 作 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 監 視 パ ケ ッ ト と し て 使 用 す る 独 自 パ ケ ッ ト フ ォ ー マ ッ ト で あ る 。
【 図 ７ 】 ネ ッ ト ワ ー ク 経 路 が バ ッ ク ア ッ プ に お け る ル ー タ 装 置 １ の ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ～ ５ ： ル ー タ 装 置 、 ６ 、 ７ ： 端 末 、 ８ ： Ａ Ｔ Ｍ 網 、 ９ ： Ｆ Ｒ 網 、
１ ０ ： Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ 網 、 １ １ ： ル ー タ 装 置 １ に 接 続 さ れ た 回 線 、
Ｉ Ｐ ａ 、 Ｉ Ｐ ｂ ： ル ー タ 装 置 １ か ら 見 た ネ ク ス ト ホ ッ プ Ｉ Ｐ ア ド レ ス 、
Ｉ Ｐ ｃ ： ル ー タ 装 置 ２ の 監 視 対 象 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 、
Ｎ ｅ ｔ Ｃ 、 Ｎ ｅ ｔ Ｄ ： 端 末 ５ か ら 見 た 宛 先 ネ ッ ト ワ ー ク 、
１ ０ ０ ： 本 発 明 に 係 る ル ー タ 装 置 、 １ １ １ ： Ｌ Ａ Ｎ 制 御 部 、
１ １ ２ 、 １ １ ３ ： Ｌ Ａ Ｎ ポ ー ト 部 、 １ ２ １ ： Ｗ Ａ Ｎ 制 御 部 、
１ ２ ２ 、 １ ２ ３ ： Ｗ Ａ Ｎ ポ ー ト 部 、 １ ３ １ ： コ ン ソ ー ル 制 御 部 、
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